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ーリカバリ (CommunityError Recovery, CER) が提案されている。コミュニティエラーリカノてリでは，パージョン
中に複数のチェックポイントを設定し，チェックポイントにおいてパージョンの誤りを検出し修復する。しかし，チ
ェックポイントの故障によって，コミュニティエラーリカバリは信頼性を悪化させることもある。
ソフトウェア増殖法では，共通のモジュール仕様に従って開発された複数のパージョンとそれらのパージョンを制
御するドライパを用意する。ドライパはパージョンの故障を検出すると，欠陥を含むモジュールを特定し，それを他
のモジュールに置き換える。コミュニティエラーリカバリでは中間結果を置き換えることに対して，ソフトウェア増
殖法ではモジュールを置き換える。ソフトウェア増殖法では，パージョン中にチェックポイントを挿入しないため，
チェックポイント故障が起こらない。ソフトウェア増殖法を用いたマルチパージョンソフトウェアの信頼性をモデル
化し，コミュニティエラーリカバリを用いたマルチバージョンソフトウェアとの比較を行った結果，ソフトウェア増
殖法はコミュニティエラーリカバリよりも高い信頼性を達成できることが示されている。
また，本論文では，ソフトウェア増殖法のリアルタイムシステムへの適用方法を提案している。その方法では， N
ノてージョンプログラミングとソフトウェア増殖法の両方を用いる。これにより，入力から出力までの時間は N パージ
ョンプログラミングと同等になる。 Nパージョンプログラミングのみを用いたソフトウェアと提案している方法を用
いたソフトウェアの故障をシミュレーションし，提案している方法を用いることによって減少する故障の割合を示し
ている。
以上の研究成果は，マルチパージョンソフトウェアの高信頼化技術の発展に貢献しており，本論文は博士(工学)
論文として価値あるものと認める。
